
                地域密着型金融の取組事例（2018年） 

  

 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

 (19)がんばる農家応援事業(施設貸付)・融資で後押しがんばる農家応援事業Ⅱ(融資)  

ＪＡ信州諏訪（長野県） 

 

新規 継続 

  

○ 

（2016 年 3 月） 

 

1 動機（経緯） 

農業所得の増大と地域活性化を実現し、気象災害に強い安定的な農業経営を持続するた

め、農業施設貸付を実施（がんばる農家応援事業）、また事業費の高額化による保証人リ

スク回避と事業者により連帯保証人の確保が困難な場合には、融資事業を活用し事業を行

いました（融資で後押しがんばる農家応援事業Ⅱ）。 

2 概要 

本資金の概要については以下の通りです。 

1 ＪＡ施設貸付で負担を軽減…償却費の 1／5 以内を支援 

2 融資資金で資産取得…事業費の 1／5 以内及び保証料を助成 

3 成果（効果） 

2018年度（12月末現在）実績は以下の通りです。 

1 ｢がんばる農家応援事業｣（農業施設貸付） 

申請 15件 

事業費実績 46百万円（計画 50 百万円、達成度 92％） 

2 ｢融資で後押しがんばる農家応援事業Ⅱ｣（融資） 

申請 17件 

事業費実績 92百万円（計画 100百万円、達成度 92％） 

融資額 74百万円 

4 今後の予定 
事業実施期間は、2016年度から 2018年度（3年間）としていましたが、｢融資で後押しが

んばる農家応援事業Ⅱ｣のみ今後 3 年間取扱を延長することとなりました。 

 


